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緩衝帯 沈砂池

上サロベツ自然再生全体構想

土砂流入と水質汚濁

湿原植生の
再生・創出

泥炭採掘跡
の再生

砂丘林帯湖沼群
の水位低下
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ペンケ沼とその周辺の
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高
層
湿
原
の
乾
燥
化
対
策

湿
原
と
隣
接
農
地
の
共
存
に

向
け
た
検
討

サ
サ
の
侵
入
抑
制
対
策

サ
ロ
ベ
ツ
川
放
水
路
南
側
の

乾
燥
化
対
策

目標 上サロベツ湿原の保全

湿原の乾燥化

湿原内地下水位の保持 流出土砂の軽減
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（事業実施前：緩衝帯設置前） （事業実施後：緩衝帯設置後）

緩衝帯の目標

農地と湿原の隣接箇所において、農地では適度の地下水位を保持し、湿原地

下水位は現状よりも低下させないことを目標とする。

牧草地 緩衝帯 湿　原

旧排水路
（湿原と農地の

境界にある排水路）

農地 湿原

事業実施後の地下水位

事業実施前の地下水位

堰止め・埋戻し

（新排水路掘削土）

緩衝帯

25m

暗渠

牧草地

新排水路

牧草地
湿　原

湿原と農地の
境界にある排水路

農地 湿原

牧草地

事業実施前の地下水位
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阿沙流

徳満

円山

落合

サロベツ

豊徳

① 農地と湿原の間に防風
林等がある区間

② 農地と湿原の間に民有
地がある区間

③ 農地と湿原の間に河川
が流下している区間

④ 農地と湿原の間に舗装
道路がある区間

⑤ 農地と湿原の間に耕作
道路がある区間

⑥ 農地と湿原の間に土盛
がある区間

⑦ 農地と湿原が隣接している区間

緩衝帯設置位置は「⑦農地と湿原が隣接する区間」である
６箇所、約１０kmとした。

現在までに８．６ｋｍが

施工済み
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Ｌ＝２．５km

Ｌ＝２．３km

Ｌ＝１．５km

Ｌ＝０．７km

Ｌ＝１．５km

Ｌ＝１．６km



１）地下水位調査
移行方針：各緩衝帯１２～１７孔の観測地点を７孔に絞り込む
移行時期：緩衝帯の効果が確認できた翌年（緩衝帯設置後２年を目途に確認）

２）植生調査

移行方針：調査地点を５地点に絞り込み、１地点あたり３区画で調査
移行時期：地下水位調査の移行時期と同時期
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モニタリングの移行による絞り込み箇所概念図

地下水位観測孔
(現況1ライン12～17孔)

地下水位観測孔

[地下水位調査]

[植生調査(コドラート調査)]
調査区画

(現況1ライン40区画程度)

①
③ ⑤④

⑥ ⑦
緩衝帯牧草地

湿原

新排水路

旧排水路

②

1 2 3 4 5

植生調査区画

農地



１）湿原の地下水位保持効果の確認

落合緩衝帯(北) 年平均地下水位(一期調査)

• 農地の地下水位は、暗渠排水整備後、計画どおりに低下している。
• それに対し、湿原の地下水位は、緩衝帯設置前と比べて同程度または高い位置
にある。
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地盤高：2007年
新排水路整備後：2007年
暗渠整備後：2012年
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H19年地盤高（9月） H18年（新排水路整備前10月平均） H18年（新排水路整備後11月平均） H19年（5月～11月平均）

H20年（5月～11月平均） H21年（5月～11月平均） H22年（5月～11月平均） H23年（暗渠整備後5月～11月平均）

H25年（5月～11月平均） H26年（5月～11月平均） H27年（5月～11月平均） H28年（5月～11月平均）

H29年（5月～10月平均）

牧草地

湿原

新排水路(H18年整備)

旧排水路暗渠φ60mm

EL3.5m,GL-0.9m程度

(H23年整備)

緩衝帯

25m

農地

※観測ラインは暗渠から2m離れ



豊徳緩衝帯 年平均地下水位(一期調査)
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地盤高：2007年
新排水路整備後：2007年
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H19年地盤高（9月） H18年（新排水路整備前6月平均） H18年（新排水路整備後6月～１１月平均） H19年（5月～11月平均）

H20年（5月～11月平均） H21年（5月～11月平均） H22年（5月～11月平均） H23年(5月～11月平均)

H24年（5月～11月平均） H25年（5月～11月平均） H26年（5月～11月平均） H27年（5月～11月平均）

H28年（5月～11月平均） H29年（5月～10月平均）

湿原農地

新排水路(H18年整備) 旧排水路

緩衝帯

25m

暗渠未施工

牧草地 旧排水路の
掘削土
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阿沙流緩衝帯 年平均地下水位(二期調査)

地盤高：2013年
新排水路整備後：2013年
暗渠整備後：2013年3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

6.0

6.5

7.0

7.5

-40-30-20-100102030405060

標
高

E
L
(m

)

距離(m)

H25年地盤高（9月） H21年（8月～11月平均） H22年（5月～11月平均）
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H27年（5月～11月平均） H28年（5月～11月平均） H29年（5月～10月平均）

法肩から10m

新排水路

（H24年整備） 旧排水路

湿原

緩衝帯

25m

牧草地

暗渠

φ60mm,EL5.0m

GL-0.9m程度

(H24年整備)

旧排水路地点

農地



落合緩衝帯(南) 年平均地下水位(二期調査)

8

地盤高：2010年
新排水路整備後：2011年
暗渠整備後：2011年
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H25年地盤高（9月） H21年（8月～11月平均） H23年（新排水路、暗渠整備後5月～11月平均）

H24年（5月～11月平均） H25年（5月～11月平均） H26年（5月～11月平均）

H27年（5月～11月平均） H28年（5月～11月平均） H29年（5月～10月平均）

暗渠

φ60mm,EL3.3m

GL-0.9m程度

（H22年整備）

法肩から6m

湿原

緩衝帯

25m

牧草地

新排水路（H22年整備）

旧排水路

旧排水路地点

農地



湿原の奥側での地下水位出現頻度

・緩衝帯設置前後で大きな変化はない。

阿沙流緩衝帯 地下水位（GL-）分布図（湿原の奥側）
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湿原（奥側)：-27.0m地点 地盤高(GL)

※ H24年は施工中のため欠測

緩衝帯設置前 緩衝帯設置後
H21年 H22年 H23年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年
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湿原の旧排水路側での地下水位出現頻度

・緩衝帯設置前の地下水位は、地表面下20cmから60cm程度にあった。
・緩衝帯設置後の地下水位は、降雨条件に関らず、地表面付近を保持している。

阿沙流緩衝帯 地下水位（GL-）分布図（湿原の旧排水路側）
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湿原（旧排水路側)：-1.70m地点 地盤高(GL)

※ H24年は施工中のため欠測

H28年 H29年
緩衝帯設置前 緩衝帯設置後

H21年 H22年 H23年 H25年 H26年 H27年
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阿沙流緩衝帯 地下水位（GL-）分布図（牧草地）

牧草地の地下水位出現頻度
・暗渠排水整備前の地下水位は、地表面付近から地表面下30cm程度にあった。
・暗渠排水整備後の地下水位は、計画常時地下水位（地表面下60cm）付近に

あり、適度な地下水位を保持している。
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牧草地：38.3m地点 地盤高(GL) 計画常時地下水位(GL-0.6m)

※1 緩衝帯設置前の地下水位が、地表面より上に多く分布しているのは、水位計設置地点が周辺と比べて凹部となっているためと考えられます。
※2 H24年は施工中のため欠測

暗渠排水整備前 暗渠排水整備後
H21年 H22年 H23年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年
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0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 24～26 26～28 28～30 0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 24～26 26～28 28～30

H19 2 1 1 + 1 + 1 0 0 0 + + 0 + 4 3 1 + + 1 1 1 1 2 1 2 3 4 2 4

H20 2 2 1 + + 1 1 0 0 0 0 0 0 + 3 3 1 1 1 1 2 2 1 2 2 2 3 3 2 3

H21 3 3 3 2 1 2 3 2 2 0 1 1 0 3 2 2 1 + + 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 3

H22 4 3 3 2 2 2 3 2 + 2 + + + 4 3 1 1 + + + 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2

H23 2 2 2 2 1 2 2 1 0 2 + 1 1 2 5 2 + + + + 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2

0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 24～26 26～28 28～30 0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 24～26 26～28 28～30

H25 + + 2 + 1 + + + + 1 1 1 1 1 1 1 2 3 2 1 + 3 3 2 4 5 2 1 + + + 1 1 2 3 2 2 3 3 2 2

H26 + + + 1 1 1 + 1 0 1 1 1 1 1 1 3 3 4 4 5 5 5 5 3 4 5 3 2 1 1 1 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2

H27 1 1 1 2 2 2 5 5 5 3 2 1 2 2 2

H28 2 2 2 2 1 2 3 4 4 3 2 2 2 2 2

H29 2 2 2 3 1 3 2 4 5 4 2 2 2 2 2

農地 湿原

排
水
路

実
施
後

設
置
後

実
施
前

設
置
前

農地
保全工

緩衝
帯

調査年
農地 緩衝帯 湿原

新
排
水
路

農地
保全工

緩衝
帯

調査年

湿性植物
（最大）

その他植物
（最大）

ハイキン
ポウゲ

クサヨシ

旧
排
水
路

ヨシ

チマキザサ

ミゾソバ

クサヨシ

ヨシ

クサヨシ

ヨシ

チマキザサ

・緩衝帯の設置前後で湿原内の植生に大きな変化は見られない。
・緩衝帯設置前に比べ、地下水位が上昇している緩衝帯の旧排水路側では、湿生植
物の優占度が経年的に高くなっている。

阿沙流緩衝帯 湿生植物の優占度

２）周辺植生への影響の確認
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0 + 1 2 3 4 5湿生植物
※
の優占度（最大） ※湿生植物：北海道の湿原と植物(2003、辻井、橘ら)に記

載の植物（チマキザサ、クサヨシを除く、ミズコケ類を加える）

1 52 3 4



• 平成30年度は、徳満緩衝帯（南）を二期調査へ移行する。
• 落合緩衝帯（北）の地下水位観測は、実証試験地として最も長い観測データを
有することから一期調査を継続する。
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緩衝帯
農地

保全工
H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

降水量調査
地下水位調査

排水路水位調査

植生
調査

阿沙流 阿沙流緩衝帯

緩農

二期 二期

徳満緩衝帯(北)

緩農 緩

二期 二期

徳満緩衝帯(南) H25
H25～
H28

緩農 農 農

二期 二期

落合緩衝帯(北)
【実証試験地】

H18 H23

緩 農

一期 二期

落合緩衝帯(南)

緩農

二期 二期

円山 円山緩衝帯 H21 H25

緩 農

二期 二期

サロベツ サロベツ緩衝帯

緩農

一期 一期

豊徳
豊徳緩衝帯
【実証試験地】

H18
H30
以降
(予定)

緩

一期 二期

：事業実施前 　：事業実施年 緩：緩衝帯 地下水位観測 　水質調査

：事業実施途中（緩衝帯のみ） 農：農地保全工 植生
調査 　ササ調査

：事業実施後（緩衝帯+農地保全工） 泥炭土層調査 　生物調査

H22～H23

H29

実施計画に基づく調査

H24

年度

H21、H24

H30年度モニタリング計画

調査内容の移行

緩衝帯名 観測ライン名

事業実施年度

徳満

落合

休止

休止

休止

休止

休止

完了

完了

移行

移行

移行

移行

移行

移行

移行

移行

移行

移行

移行

移行





沈砂池のイメージ

沈砂池の目標

農地及び農業用排水路からペンケ沼及びサロベツ川等への土砂流出量の軽減

を図ることを目標とする。

2017年度までに２１路線
で設置済み（全２２路
線）
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調査路線の選定

・土質、傾斜、土地利用から流域
特性をＡ～Ｄの４タイプに分類し、
調査可能期間等を考慮して、調査
路線を選定した。

排水路のタイプ別区分
流域特性
タイプ

タイプ分けの条件 路線数 排水路名

鉱質土主体

傾斜3度以上主体

林地30％未満、裸地1％以上

鉱質土主体

傾斜3度以上主体

林地30％以上、裸地1％未満

泥炭主体

傾斜3度未満　概ね90％以下

林地30％未満

泥炭主体

傾斜3度未満　概ね100％

林地30％未満

A 1路線 豊徳

B 7路線
芦川、徳満、開源、
兜沼東、豊栄第2、

豊栄第3、豊栄第4

C

清明第1・第2、

十一幹線、新生、
豊里第1、豊里第2、
豊里第3、豊栄第1、

円山

9路線

D 5路線

落合南、落合北、

阿沙流、落合東、
西豊富

※赤文字は調査対象路線
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芦川排水路

(H22年完成)

十一幹線排水路

(H21年完成)

新生排水路

(未施工)

豊徳排水路

(H24年完成)

落合南排水路

(H21年完成)

清明第1号排水路

(H22年完成)

Ｎ

（2017年完成)

（2012年完成)

（2009年完成)

（2009年完成)

（2010年完成)
（2010年完成)



１）堆積土砂量の変化

16

0

50

100

150

200

250

300

350

4000

20

40

60

80

100

120

45 8 1112 23 67 910 1 45 8 1112 2 45 8 1112 23 67 910 1 45 8 1112 23 67 910 1 3 67 910 1 45 8 1112

2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年

堆
積

土
砂

量
(ｍ

3
)・

暗
渠

面
積

(h
a)

・
置

土
面

積
(h

a)

日
降
水
量

(
m
m
)

清明第１号排水路
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２）平成29年度までの累計捕捉土砂量

・沈砂池全体で累計約1,800 m3の土砂を捕捉しており、湿原や河川下流
域に対する負荷を軽減している。
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1 芦川  H22年 209 104 (通常) 165  2013年

2 十一幹線  H21年 152 56 (通常)

3 落合南  H21年 311 - (通常) 383 2012,2017年

4 清明第1号  H22年 122 97 (通常) 142  2013年

5 豊徳  H24年 49 10 (通常)

6 新生  H29年

7 円山  H22年 331 - (簡易) 306  2017年

8 落合北  H21年 184 23 (簡易)

9 徳満  H21年 226 139 (簡易)

10 豊里第3号  H23年 126 4 (簡易)

11 阿沙流  H24年 403 45 (簡易)

12 落合東  H24年 100 17 (簡易)

13 豊栄第1号  H24年 270 47 (簡易)

14 豊栄第2号  H24年 78 12 (簡易)

15 豊栄第3号  H24年 97 64 (簡易)

16 豊栄第4号  H25年 85 18 (簡易)

17 豊里第1号  H25年 62 - (簡易) 65  2017年

18 豊里第2号  H25年 87 27 (簡易)

19 清明第2号  H26年 35 7 (通常)

20 開源  H28年 65 75 (通常)

21 兜沼東  H29年

22 西豊富 －

743 1,061

：H29年土砂除去

堆積土砂量(m3)

土砂上
げ量

(m3)

土砂
上げ年

1,804

2017年度完成

2018年度完成予定

2017年度完成

合計

小計

No 排水路名
沈砂池容量

(m3)
完成年
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【実施方針① 堆積土砂計測】
•調査代表路線は通常調査（深浅測量）で
継続実施する。

•その他の路線は完成後３年間は通常調査
を実施し、その後、事業完了後を見据えた
簡易測定方法に移行する。

【実施方針② 堆積土砂土質試験】
•完成後３年間は継続実施する。

実施方針① 実施方針②

1 芦川排水路 H22 継続 - - -

2 十一幹線排水路 H21 継続 - - -

3 落合南排水路 H21 継続 - - -

4 清明第1号排水路 H22 継続 - - -

5 豊徳排水路 H24 継続 - - -

6 新生排水路 H29 新規 新規 新規 新規

7 円山排水路 H22 継続(簡易) - - -

8 落合北排水路 H21 継続(簡易) - - -

9 徳満排水路 H21 継続(簡易) - - -

10 豊里第3号排水路 H23 継続(簡易) - - -

11 阿沙流排水路 H24 継続(簡易) - - -

12 落合東排水路 H24 継続(簡易) - - -

13 豊栄第1号排水路 H24 継続(簡易) - - -

14 豊栄第2号排水路 H24 継続(簡易) - - -

15 豊栄第3号排水路 H24 継続(簡易) - - -

16 豊栄第4号排水路 H25 継続(簡易) - - -

17 豊里第1号排水路 H25 継続(簡易) - - -

18 豊里第2号排水路 H25 継続(簡易) - - -

19 清明第2号排水路 H26 継続(簡易) - - -

20 開源排水路 H28 継続 継続 - -

21 兜沼東 H29 新規 新規 - -

22 西豊富 H30予定 - - - -

21箇所 3箇所 1箇所 1箇所

通過土砂の
連続観測

降雨時採水
(SS･濁度分析)

堆積土砂
計測

堆積土砂
土質試験

(粒度組成等)

合計

№ 沈砂池
完成
年度



【緩衝帯】
・湿原内の地下水位は保たれており、緩衝帯の湿原地下水位
保持効果は発揮されている。

【沈砂池】
・沈砂池全体で累計約1,800㎥の土砂が捕捉されており、
下流域への流下土砂軽減効果は発揮されている。

【地元管理移行後のモニタリング計画（案）】
・これまでのモニタリング結果を踏まえ、豊富町及びサロベツ農事
連絡会議と協議の上、各モニタリング項目について、効率的
な手法を検討中である。

今後も地元と共同で地元管理移行後モニタリング計画（案）の
試行を継続し、円滑な管理の移行を図る。
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